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はじめに
日常生活において，不快な思考が本人の意思とは
無関係に生じ，その思考を振り払うことができないこ
とは多々ある．このような意思とは無関係で，受け
入れがたく，制御困難な思考を“侵入思考”と呼ぶ
（Clark ＆ Rhyno, 2005; Purdon, 2005）．この侵入思考
は，抑うつ（Wenzlaﬀ  et al., 2001），心的外傷後スト
レス障害（PTSD）（Durham et al., 1985），強迫性障
害（Salkovskis, 1985），幻 聴（Morrison et al., 1995）
など多くの精神病理と関連することが報告されてお
り，認知行動療法における治療の夕ーゲットの 1つに
もなっている．
侵入思考から逃れるために用いられる方略の 1つと
して，特定の思考について考えないようにする試みで
ある思考抑制があげられる．Wegner et al.（1987）の
実験では，思考抑制の試みが抑制しようとした思考の
リバウンドを引き起こす逆説的効果が報告され，その
後に侵入思考に対する対処方略（思考コントロール方
略）の研究が盛んに行われるようになった．
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要約　本研究は，統合失調症型パーソナリティ傾向と思考コントロール方略の関連の検討を目的とした．大
学生220名を対象に，統合失調症型パーソナリティ障害を測定する日本語版 Schizotypal Personality 
Questionnaire Brief（SPQ-B）と日本語版Thought Control Questionnaire（TCQ）を実施し，両尺度の関
連を検討した．その結果，SPQ-B の合計得点は，TCQの下位尺度である「罰」と「心配」と正の相関を，「社
会的コントロール」と負の相関を示した．また，SPQ-B の得点が高い統合失調症型パーソナリティ障害が
疑われる参加者の得点は，その他の参加者に比べて「心配」の得点が高かった．以上の結果を思考コント
ロール方略の有効さの観点から論じた．
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Wells and Davies（1994）は，思考コントロール方
略の個人差を測定するためにThought Control 
Questionnaire（TCQ）を開発した．TCQは，「気晴
らし」，「罰」，「再評価」，「心配」，「社会的コントロー
ル」の下位尺度から構成されている．Wells and 
Davies は TCQの下位尺度に対して明確な定義を記述
していないが，項目から推測すると 5つの下位尺度は
以下の内容を測定する尺度だと考えられる．「気晴ら
し」は，不快な思考を想起した時に楽しいことや無関
係なことを考えるといった認知面の対処方略と，仕事
や楽しめることなどの別の活動に従事するといった行
動面での対処方略から構成されている．また「罰」は，
侵入思考を内的に帰属し，自らに与える罰（e.g., 自分
を叱る，つねる）で侵入思考を抑制する対処方略であ
る．「再評価」は，いったんネガティブに評価された
侵入思考を理性的に再解釈する対処方略である．「心
配」は，別の心配事を考えることで侵入思考から注意
をそらす対処方略である．「社会的コントロール」は，
他者に侵入思考を開示し，他者との相互作用から侵入
思考に対する洞察を得る対処方略である．このTCQ
を用いて，思考コントロール方略と多くの精神疾患の
関連が検討されている．たとえば，強迫性障害（Amir 
et al., 1997），PTSD（Warda ＆ Bryant, 1998），抑う
つ（Watkins ＆Moulds, 2009）などの症状と思考コン
トロール方略の関連があることが報告されている．
このように思考コントロール方略と多くの精神疾患
との関連が示されているが，その 1つに統合失調症，
およびその関連障害がある．Morrison and Wells
（2000）は，TCQを用いて統合失調症患者と健常者の
思考コントロール方略を検討し，統合失調症患者は
「心配」と「罰」の方略を用いる傾向が強く，逆に「気
晴らし」の方略を用いる傾向は低いことを報告してい
る．また，Morrison et al．（2000）は，幻覚様体験を
経験することが多い参加者は，経験することが少ない
参加者よりも「罰」，および「再評価」の対処方略を
使用する傾向が強いことを報告している．Garcia-
Montes et al.（2006）は，不安の程度に関わらず「心
配」と幻覚様体験との間に正の関連があることを報告
している．Yamauchi et al.（2009）は，健常者を対象
としたアナログ研究を行い，パラノイド傾向と「心配」
との間に正の関連が見られ，「気晴らし」および「社
会的コントロール」との間には負の関連があることを
報告している．
以上のことから，統合失調症，および統合失調症に
関連する精神疾患では，「罰」，「心配」といった不適
切な対処方略の使用が促進され，逆に「気晴らし」，
「社会的コントロール」といった適切な対処方略の使
用が抑制されると推測される．本研究では，統合失調
症に関連するパーソナリティ傾向として，統合失調症
型パーソナリティに着目し，上記の仮説をアナログ研
究の手法によって再検討することにした．統合失調症
パーソナリティ障害は，統合失調症と共通の遺伝基盤
や生物学的脆弱性を持ち，統合失調症の前駆段階であ
ることが示唆されている（Raine, 2006）．そこで，統
合失調症型パーソナリティ障害の症状を評定する
Schizotypal Personality Questionnaire Brief を 用 い
て，統合失調症型パーソナリティ傾向と思考コント
ロール方略の関連を 2つのアプローチによって検討を
行った． 1 つ目は相関アプローチであり，SPQ-B と
TCQの尺度間の相関分析によって検討した． 2 つ目
は分散分析アプローチであり，統合失調症パーソナリ
ティ障害に近似した対象者とそれ以外の対象者の思考
コントロール方略を比較した．
方　法
調査対象者　対象者は大学生・専門学校生220名
（男性116名，女性104名）であり，年齢が未記入の 2
名を除いた対象者の平均年齢は19.05歳（SD＝2.12）
であった．
質問項目と手続き　対象者に対して，以下の 2つの
質問紙への回答を求めた．
（a）Thought Control Questionnaire（TCQ; Wells ＆
Davies, 1994）
侵入思考に対するコントロール方略を測定する尺
度．本邦では山田・辻（2007）と義田（2009）がそれ
ぞれTCQの日本語版を開発している．本研究では，
山田・辻（2007）による日本語版を使用した．
（b）Schizotypal Personality Questionnaire Brief
（SPQ-B; Raine ＆ Benishay, 1995）
統合失調症型パーソナリティ障害の自己評価式尺度
である Schizotypal Personality Questionnaire（Raine, 
1991）の短縮版である．本調査には伊藤ら（2008）の
日本語版を用いた．この尺度は，統合失調症の陽性症
状（幻覚・妄想）に対応する「認知・知覚」，陰性症
状（感情の平板化，意欲低下）に対応する「対人関係」，
および解体症状（思考障害・解体した会話）に対応す
る「解体」の下位尺度を有する．
結　果
各尺度の基本統計量と尺度間相関をTable 1 に示
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した．その結果，SPQ-J の下位尺度である「対人関
係」，「解体」の信頼性係数が低く，以後の分析から除
外した．
SPQ-B の合計得点は，「罰」，「再評価」，「心配」の
方略との間に有意な正の相関が見られた．ただし，そ
の他の方略の影響を統制した偏相関分析を行ったとこ
ろ，SPQ-B の合計得点は「罰」と有意な正の相関（r＝. 
19, p＜. 01），「心配」と有意な正の相関（r＝. 15, p＜. 
05），「社会的コントロール」と有意な負の相関（r＝-. 
16, p＜. 05）を示したが，その他の方略との相関は有
意ではなかった．
次に，SPQ-B の得点で対象者を 3グループに分割
し，そのグループを独立変数，TCQの下位尺度を従
属変数とした多変量分散分析を実施した．その結果，
グループの主効果は有意であった（Wilks’s λ＝. 81, 
F（10, 426）＝4.25, p＜. 001）．なお，各群の平均値，
標準偏差，単一量検定の結果をTable 2 に示した．
グループの主効果についてBonferroni 法による多重
比較を実施したところ，「罰」については，SPQ-B 低
群より中群・高群の得点が有意に高かった．「再評価」
については，低群よりも高群で得点が高かったが，中
群と低群・高群の得点の間に有意な差は見られなかっ
た．「心配」については，SPQ-B 低群・中群より高群
の得点が有意に高かった．なお，「気晴らし」，「社会
的コントロール」については，各群の得点の間に有意
な差は見られなかった．
さらに，統合失調症型パーソナリティ障害の一般人
口における有病率は約 3％（APA, 1994）であること
から，統合失調症型パーソナリティ障害が疑われる
SPQ-B の得点が上位 3 ％の対象者の思考コントロー
ル方略の特徴を検討した．SPQ-B の合計得点から分
割可能であった14群に分割し（各群の n：M＝16.00, 
SD＝6.51），各群のTCQ下位尺度の平均値を比較し
たところ，上位 3％群と他の群では「心配」の得点に
顕著な差があることが示された（Figure 1 ）．一方，
「罰」と「再評価」の得点は，落ち込みはあるものの，
基本的には SPQ-B の得点が高くなるにつれて上昇す
る傾向にあった．
Table 2　Means （M）, standard deviations （SD） and univariate F-ratios for the TCQ subscales by the SPQ-B groups
Table 1 　Means （M）, standard deviations （SD）, internal consistency （a）, and correlations between the TCQ and the SPQ-B scores
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考　察
本研究では，統合失調症型パーソナリティと思考コ
ントロール方略の関連を検討した．まず，SPQ-B と
TCQの各下位尺度の相関分析を行ったところ，
SPQ-B の合計得点は「罰」，「再評価」，「心配」の得
点と有意な正の相関を示した．ただし，対象となる方
略以外を統制した偏相関分析では，SPQ-B の得点は
「罰」および「心配」とは正の相関を，「社会的コント
ロール」とは負の相関を示した．思考コントロール方
略のうち，「罰」と「心配」はネガティブな気分を持
続させることになるため，不適切な対処方略と考えら
れる．一方，「社会的コントロール」の構成要素であ
る開示は侵入思考のリバウンドを防ぐこと（木村，
2003）から適切な対処方略だと考えられる．以上のこ
とから，統合失調症パーソナリティは不適切な思考コ
ントロール方略と正の関連を，適切な対処方略とは負
の関連を示すことが示唆された．ただし，相関係数の
絶対値からすると，その関連は強いものではないと考
えられる．
次に，SPQ-B を 3 群に分割して，TCQの下位尺度
の得点を分析したところ，SPQ-B 高群は，低群・中
群よりも「心配」の得点が高かった．一方，「罰」は，
低群の得点より中群・高群の得点が高かったが，中群
と高群の得点差は有意ではなかった．また，「再評価」
の得点は，低群，中群，高群と連続的に高くなってい
た．さらに，統合失調型パーソナリティ障害の疑いの
高い上位 3 ％群のTCQの得点を検討した．その結
果，上位 3 ％の対象者は他の対象者に比べて顕著に
「心配」の得点が高いことが示された．上記の結果か
ら示された「罰」と「心配」の方略の利用傾向の高さ
は，統合失調症患者の思考コントロール方略を検討し
たMorrison and Wells（2000）の研究と合致してい
る．ただし，SPQ-B の得点と方略の利用の関係を見
ると，「心配」は統合失調症型パーソナリティ障害の
疑いが強い対象者で利用傾向が高まるが，「罰」は疑
いが低い対象者で利用傾向が低くなっていると言え
た．この点を考慮すると，「心配」のみが統合失調症
型パーソナリティ障害に関連する可能性が高いと考え
られる．
以上から，統合失調症型パーソナリティでは「心配」
の方略の利用傾向が顕著であることが示されたが，今
後は以下の疑問点を解明する必要がある．まず，「心
配」が統合失調症パーソナリティに特有な方略である
か否かである．その他の障害においても「心配」の利
用傾向の高さが示されているため（Amir, et al., 1997; 
Warda ＆ Bryant, 1998; Watkins ＆ Moulds, 2009），
他の障害との直接的な比較が必要である．また，上記
の疑問点とも関連するが，統合失調症パーソナリティ
で「心配」の利用がなぜ促進されるかを検討する必要
がある．「心配」の利用を促進するメカニズムを解明
することは，ネガティブな思考に対する介入の指針を
得ることにもつながるであろう．
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Abstract　We examined relationships between schizotypal personality traits and thought control strategies. 
Two hundred and twenty college students were asked to rate the Japanese version of the Schizotypal 
Personality Questionnaire Brief（SPQ-B）and the Thought Control Questionnaire（TCQ）. Correlation 
analyses showed that the SPQ-B was positively correlated with the TCQ-Punishment and the TCQ-Worry, 
and negatively correlated with the TCQ-Social control. Also, participants with suspected schizotypal 
personality disorder had higher scores of the Worry than the other participants. Implications of these 
ﬁ ndings are discussed in relation to eﬀ ectiveness of thought control strategies.
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